
糊鴨営

鱒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合

　工學に蓄いて，實用化研究乃至は中間試瞼研究といっ

亀のの立場を，小生はこう考えている．

　　　　　○

　例を高周波回路に關する研究に採つてみる．例えば増

幅圃路なら増幅回路として，，ある目的に樹してこれを具

盤的な装置に組み上げるまでの順序を観察すると，まつ

從來行われた諸研究の内から，使えそうなものを拾い，

足りない部分をどう解決するかの工夫をして，ある回路

構減の一案をまとめる．衣にその能否を實瞼で確かめる

‘ため，机上プラソに從つて實験墓上にいろいろな部品を

ならべて相互に適當な結線を施す．電塵を適當値に選び

周波数をかえ，掻抗器，コソデソサ”を調節して，．計測

器に讃み探つた籔値を，適當な座標軸に曲線に引いてみ

る．そして，それが初めの目的に懸ずるような特性を示

したら，一安心．つまり最初の講想が正しかつtcこと，

この方針で推したら基本的には間違いなく目的に到達で

きそう一なことが確かめられた課である．

h　屯ちうん，一般にここまでくるのにもいろいろな曲

折があつて，そうすらすらと結果が出るとは限らない．

部品の選壼が不適當の場合もある．庵との講想そのもの’

に氣附かぬ錯誤がある場合も少くない。それよりも本筋

を外れte，例えば電源問題とか，絶縁不良とか，素人の

設訂した佳宅のプランについ便所を書き落すといつteff

の失敗を，初めて手がける蜜験に際しては，しばしば経

験することである．そして，こうした馳でのやり直しに

は案外の勢力と時間とを沿費しがちのものである．

　　　　　○
　　こうしてとにかく一懸の成算がteつたとして∫さて第

二段階では，これをやや具鐙的な装置に組みたてる．前

　の基礎實験の時には机上にZF面的にならべte部品を，今

　度は立膿的の配置に改める．外箱までも何とか手細工で

作つて，シャシPを納める．そして電源をしかる可く結
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んで，さておもむろにダイアルを調整しながら計器の振

れをにらんでみると，最初の實瞼の時とは全然違？て，

一向豫期しteeeれが出てくれない．基礎實験での資1が

ほとんど役にたたず，また改めて，もとから調べ直すと

云つた失敗を経瞼しte人は決して少くないと思う．

　　　　○
　平面型構成の實鹸装置と立髄的の装置との内容のいち

じるしい相違は，高周波回路を取扱つて，その周波籔が

低い塵から高い値に移つtc場合，おそらく誰でも一一ecは

遭遇する苦い経瞼である．配線の長短，曲直，その配置

の如何がどんなに特性に影響す為かなんぞは，もとより

呑み込んでいる筈が，さて，蜜際の物・ぶつかると・そ

う簡軍には問屋が卸してくれない・

一膣電氣回路の特性には，キルヒホ・ブの法則が教え

る通り，C回路なら電流ωCγがきき，　L回路なら電屡

ωL1乃至ωルπが物をいうとは三歳の電棄渥も知つて

置贔畠諺薦ら鑑二鷲嘉ご麓1趨撫こ

影響するかを忘れていた結果に外ならない．實際，笑い

ごとではないのである．

　　　　○
　從來，機械仲間が電氣連中を羨んで，君の方は針金一

本で事がすむからよい・こつちは何をするにもパイプが

必要だとこぼしていナこ．電氣の仲間でも，大いにそれを

得意としていfeのであつた．塵が，近年高周波技循が獲

展して，マイクロ波ゐ慮用が廣まつて以來というものは，

導波管という厄介な代物が出現した．

　この導波管がなかなかのしたたかもので，．普通は矩形

闘面のものが行われているが，その寸法が大攣やかまし

い．内面の仕上げ裾問題で，1y程度以上の傷があると・

屯う性能に影響する．引き扱きで作れば無難だが，一寸

實験室で使うのに，上下左右と4枚の板を組合せて，隅ず
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　みを不手際に蠣付しt4りすると，そこの抵抗が大きく物

　をいう．機械の方で普通に使う，水や蒸氣のパイプなん

　ぞとは雲泥の相異である．一。Oは＋Q。に蓮なるという

　が・事篤導波管そのものの溝想は，一本の針金を一・・co

　から十COに反韓したものに外ならない．塵が，その取扱

　いにおいては一一・COが十〇Qになかなか蓮らないからやり切

　れない．とにかく，間に合わせの手細工品で測定した結

　果と，本式に作つたものにつt・ての籔字との聞には，大き

　な開きがあつて，前者で求めたいわゆる基礎贅料から後

　渚で得られる實用資料を推定すると大攣なことになる．

　　　　　　○

　　今は昔，職時申，小生は同僚と共に航室機用電氣討測

　器の研究を行つていた．その際痛感したことは，當時，

　研究室内で得た結果を軍に提出した後，それがヱ場に獲

　注され，でき上つて前線に出たという報告を受けるまで

・の期間の長さであつた．硯究室の門口から出て後，實際

　の髪置が前線で活用されるまでの時間の長さは，研究室

　で手懸け始めてから研究室を出るまでの時間よ’りはるか

　に長い．特に職況の攣化を耳にしだしてからは，實に堪

　えられない氣持であつた．　　　．

　　　　　○
　　その原因は，研究室での成果なるものが，上記のいわ

　ゆる基礎資凝程度にとどまつたこと・報告書をかいて，

　軍に出しさえすれば，一鷹わが事終れりと簡箪に考えて

　いたことにあつた．われわれの使つた賃室管，抵抗，乃i

　至コンデソサ’類がつい手元にあるものを手當り次第に

　探り土げたものであつたため，いざ量産に移そうとなる

　と，入手困難なものがあつた．工場が引受けても，その

　内容の理解と，工場掲自の土作法に適合した設計への更

新に手間どつた．使いやすさの工夫が不足であつたため

物ができても使うための訓練に時間がかかつたことなど、

　であつた．　　　　　．

　　その上，一寸使いだしても故障の績出とあつては，

　虞にいやはやである．

　要するに，工學の研究は，實際に活用されるまで見と

　どけなくては意昧がないものだという事實を，研究室内

　ではつ嬉失念していたのであつた．

　　　　　○
　當研究所が護足して以來，都外からの委託研突も次第

仁その籔を増してきた．われわれの卒生から持つている

専門知識や，卒生から行つてきている基礎研究の成果が

穂合され，具臆出されて，本邦工業界の要望する面に活

用されることは，虞に喜ばしい娘りである．．　　　t

　慮で，ここに庵いろいろな問題がある．

　古い萸室管で採つてあつた資料が新しい虞塞管にその

まま流用できないことなどは，まず何とか工夫するとし

て，期醐きで引攣けた問題を塵理するのに，海外から

拠だ一本だけ苦心入手した貧室管による資料がう市場に

ある國産品では代置できなかつたりすると，たちまち閉
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口してしまう．一方，一度作つた装置は，二度目に同じ

　ものを組立てる意欲がなかなか起らない．さりとて，完

全な仕様書も圖面電できていない場合が多いので，そ

q～ままでは外部に製作を俊頼することもおいそれとは

行かない．

　　　　　○

　その内で，一番問題なのは，この研究をどれだけの費

用で引受けるかの豫算讐の作成であつた．細かい原便計

算をやつたといつてでき上つた豫算書を見ると，この賃

室管は手元の机の引出しにある亀のを使うことにしたか

ら豫算に入れなかρたとか，ビス，ナットの類は勘定が・

面倒だから除外したとか，結線用の電線類，接着用のハ

シダ類の費用はつい忘れて考慮に探らなかつたとか，ガ

ス，水道，電氣料金と庵なると，全然頭から問題にして

いなかつteとか，それよりも何よりも手間賃，勢賃等は

別に月給を貰つていることだから，受託の豫算には入れ

る可きではないとか，あるとか，といつた類のことは，

最初は日常の茶飯事であつた．

　　　　　○

　由來，本邦では工學と工業とが遊離していたとは識者

の痛感する慮である．その因つて來る所以はいろいろあ’

るが，その一つの原因が工學側，研究者側たあつたこと

は，ほぼ，確實であると思う．

　賓Xt：EPした具髄的な設計，普遍性のある乃至は將來

性のある部晶の選定，工業製品にそのまま移せる程度ま

での試作．さらには輕濟便値，或は経濟壽命の考慮を一一

懸佛う庭までは是非行きたいものである．研究者の手で

そこまでまとめておけば，業者はおそらく喜んで右から

左にこれをリレ”してくれるに違いない．

　豫備實瞼でとにかく目的の性能が出せた程度にとどめ

て，肇はよきに計らえでは，・到底，學者は學者，業者は

業者で，おのおの別の途を歩む外はあるまい．

　　　　　○

　當研究所が「生産に關する技術的諸問題の科學的総合

研究」とならんで「研究成果の貴用化試鹸」の旗幟を掲

げて立つteEE以は，從來痛感されていた上記のような工

學硯究の敏陥を是正して，新日本の建設に大いなる寄與

をしようとするのにある．こうした研究所の必要｛盤ま本・

邦における特殊事情からくることであつて，例えばアメ

リカ邊りなら，おそらくその必要はあるまいと．さえ思わ

れる．そしてわれわれQ，この意氣込を或る程度に實現

し・購化しt・のが・當所でρいわゆる輔試瞼研究の

制度に外ならない．

　このteめに昭和25年度に450萬圓を當てて12件の研

究を行い，26年度には70Q萬圓を支轡して16件の研究

を行つてきた．その結果は，一部が本誌に獲表されてい

6．lkり，各研凌がまとまつた竜のとして活用されていて

成績大いに見る可きものあり，といつても，必ずし竜自

書自讃の誹ば受げまいと確信している．（27・5・6記）1・
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